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ウ
ト
ロ
の
問
題
は
地
元

住
民
の
粘
り
強
い
運
動
に

端
を
発
し
、
国
連
や
韓
国
政
府
を

動
か
し
、
外
交
問
題
に
ま
で
な
っ

て
い
る
。
３
月
議
会
で
、
ウ
ト
ロ

問
題
に
関
す
る
請
願
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た
後
、
具
体
的
支
援
の

動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

３
月
に
請
願
が
採
択
さ

れ
て
以
降
、
韓
国
か
ら
国

会
議
員
や
報
道
関
係
者
が
本
市
へ

来
ら
れ
、
地
元
へ
の
支
援
を
求
め

ら
れ
る
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け

内
外
と
も
に
活
発
な
動
き
が
あ
り
、

外
務
省
は
国
連
の
最
終
見
解
に
対

す
る
日
本
政
府
と
し
て
の
報
告
を

来
年
度
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
請
願
採
択
後
、
国

へ
の
要
望
提
出
に
向
け
て
府
と
協

議
を
進
め
て
お
り
、
府
も
国
と
の

情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

土
地
所
有
者
が
明
け
渡
し
を
求

め
、
８
月
30
日
に
強
制
執
行
の
手

続
き
が
行
わ
れ
た
が
、
仮
に
住
民

の
皆
様
の
住
む
場
所
が
な
く
な
る

と
い
う
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

人
道
的
な
立
場
か
ら
緊
急
避
難
的

な
支
援
を
行
い
、
併
せ
て
市
と
し

て
早
急
に
国
に
対
し
問
題
の
解
決

に
向
け
た
支
援
を
要
請
し
、
市
と

し
て
側
面
支
援
が
で
き
る
も
の
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

答

問
ウトロ問題について

―答弁―早急に国に対し問題解決に

向けた支援を要請していく

地
域
問
題

新
潟
県
中
越
地
震
直
後
、

避
難
所
で
は
女
性
支
援
者

の
数
が
非
常
に
少
な
く
、
女
性
被

災
者
の
要
望
が
出
し
に
く
か
っ
た

と
の
報
告
が
あ
る
。
女
性
の
視
点

に
立
っ
た
総
合
的
な
防
災
、
災
害

復
興
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

本
年
７
月
、
国
の
男
女

共
同
参
画
会
議
の
答
申
で

過
去
に
経
験
し
た
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
防
災
、
災
害
復
興
が
盛

り
込
ま
れ
、
被
災
・
復
興
状
況
に

お
け
る
女
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
、
災

害
復
興
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

本
市
で
現
在
策
定
中
の
第
２
次

Ｕ
ｊ
ｉ
あ
さ
ぎ
り
プ
ラ
ン
で
①
防

災
も
含
め
た
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
の
意
思
決
定
機
関
へ
の
女
性
の

参
画
②
組
織
の
最
高
意
思
決
定
機

関
に
女
性
が
参
画
し
責
任
者
と
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
③
地
域
で
の
防
災
活
動
に
男

女
が
対
等
な
立
場
で
の
参
画
の
３

点
を
今
回
新
た
に
記
載
す
る
。
今

後
、
国
の
方
針
や
第
２
次
Ｕ
ｊ
ｉ

あ
さ
ぎ
り
プ
ラ
ン
の
内
容
を
踏
ま

え
、
防
災
を
含
め
た
男
女
共
同
参

画
の
実
現
に
努
め
る
。

答

問
男女共同参画の視点から
みた防災対策について

―答弁―防災を含め男女共同

参画の実現に努める

防
　
災

日
本
社
会
に
お
い
て
男

女
平
等
を
妨
げ
て
い
る
最

大
の
障
害
は
雇
用
の
場
に
お
け
る

男
女
差
別
で
あ
り
、
特
に
賃
金
格

差
が
深
刻
で
あ
る
。
賃
金
差
別
な

ど
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
を

支
援
し
、
改
善
し
て
い
く
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
創
設
が
必
要
で
は
。

男
女
の
平
均
給
与
額
の

格
差
は
、
近
年
縮
小
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
大

き
な
格
差
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、

男
女
間
賃
金
格
差
解
消
に
取
り
組

む
た
め
、
本
市
で
は
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
21
世
紀
職
業
財
団
と
の
共

催
で
労
働
に
関
す
る
基
礎
知
識
等

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

雇
用
に
ま
つ
わ
る
相
談
は
、
労
働

局
や
労
働
基
準
監
督
署
の
相
談
窓

口
を
利
用
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参

画
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
応
じ
て
お

り
、
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
、
指

導
、
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
斡

旋
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
な

お
、
是
正
措
置
の
仕
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
は
調
査
、
指
導
、
勧
告
、

公
表
と
い
う
権
能
が
な
い
た
め
、

労
政
ニ
ュ
ー
ス
等
に
よ
る
情
報
提

供
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
事
業
者

へ
の
関
係
法
令
の
遵
守
を
求
め
る

男
女
生
き
生
き
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
趣
旨
の
周
知
等
を
図
っ
て
い
く
。

雇
用
の
場
に
お
け
る
男
女
格
差

是
正
を
図
る
施
策
の
創
設
を

―
答
弁
―
情
報
提
供
に
よ
る
周
知
を
図
っ
て
い
く

男女共同参画問答

本
年
５
月
下
水
道
事
業

懇
話
会
が
設
置
さ
れ
、
市

よ
り
来
年
度
下
水
道
料
金
改
定
実

施
を
検
討
す
る
考
え
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
以
上
の
値
上
げ
を
す
れ
ば
近

隣
自
治
体
の
中
で
飛
び
抜
け
て
高

く
な
る
。
大
不
況
の
下
、
台
所
を

直
撃
す
る
値
上
げ
を
見
直
し
て
は
。

公
共
下
水
道
は
真
に
豊

か
な
市
民
生
活
の
実
現
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
整
備
促
進
を
円
滑
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
公
共
下
水
道
事

業
の
経
営
の
健
全
化
が
重
要
で
あ

る
。
下
水
道
使
用
料
の
改
定
率
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
検
討
、
論
議
し
て
い
る
が
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
の
財
政
状
況

は
非
常
に
厳
し
く
、
今
後
の
下
水

道
の
整
備
促
進
を
図
る
上
で
避
け

て
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
は
地
方
財
政
法
上
の

公
営
企
業
で
あ
り
、
独
立
採
算
制

が
原
則
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
増
大
し
、

平
成
16
年
度
決
算
見
込
み
で
は
、

約
23
億
１
２
０
０
万
円
と
な
り
今

後
も
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。

現
在
、
懇
話
会
で
論
議
を
行
っ

て
い
る
が
、
市
と
し
て
の
一
定
の

方
向
性
が
ま
と
ま
り
次
第
、
議
会

に
報
告
し
た
い
。

下
水
道
料
金
改
定
の
見
直
し
に

つ
い
て

―
答
弁
―
今
後
方
向
性
が
ま
と
ま
り
次
第
、

議
会
に
報
告
す
る

下水道問答

本
市
で
家
事
援
助
を
受

け
て
い
る
方
で
要
介
護
度

の
軽
い
方
の
割
合
は
全
体
の
６
割

以
上
を
占
め
、
今
回
の
法
改
正
に

よ
る
「
予
防
重
視
」
へ
の
転
換
を

理
由
に
利
用
が
制
限
さ
れ
か
ね
な

い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

態
は
許
さ
れ
な
い
。
市
の
見
解
は
。

今
回
の
改
正
は
、
要
介

護
度
の
軽
い
方
は
、
生
活

機
能
の
低
下
が
軽
度
で
、
早
期
か

ら
の
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

が
機
能
改
善
に
有
効
な
こ
と
か
ら
、

見
直
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
家
事
援
助
を
受
け
て
い

る
方
は
市
全
体
で
１
４
８
９
人
、

そ
の
う
ち
、
要
支
援
、
要
介
護
１

（
軽
度
）
の
方
は
９
０
９
人
で
あ

り
、
軽
度
の
方
に
対
す
る
介
護
予

防
、
訪
問
介
護
の
具
体
的
な
内
容

は
社
会
保
障
審
議
会
で
検
討
中
で

あ
る
が
、
先
の
国
会
審
議
で
も
改

正
後
、
家
事
援
助
を
一
律
に
カ
ッ

ト
す
る
の
で
は
な
く
、
一
部
の
不

適
正
な
ケ
ー
ス
の
適
正
化
を
め
ざ

す
も
の
で
、
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る

家
事
援
助
は
今
後
も
認
め
ら
れ
る

と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
も
利
用
者
が
引
き
続
き
自

立
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

介
護
保
険
制
度
の「
改
正
」に

伴
う
影
響
と
対
策
は

―
答
弁
―
引
き
続
き
自
立
に
向
け
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

介　護問答

天
ヶ
瀬
墓
地
公
園
へ
、

ア
ク
セ
ス
す
る
バ
ス
が
本

年
６
月
を
も
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
。

す
で
に
墓
地
を
購
入
さ
れ
て
い
る

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
方
な

ど
自
家
用
車
を
所
有
し
な
い
方
に

と
っ
て
は
、
非
常
に
不
便
で
あ
る
。

本
市
の
対
策
は
。

こ
れ
ま
で
、
天
ヶ
瀬
墓

地
公
園
へ
お
墓
参
り
に
来

ら
れ
る
方
は
、
自
家
用
車
や
バ
ス

を
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
府
道
宇
治
大
津
線
の
宇
治
川

ラ
イ
ン
の
バ
ス
路
線
が
、
利
用
客

の
減
少
か
ら
コ
ス
ト
高
に
な
っ
た

た
め
に
減
便
さ
れ
、
本
年
７
月
よ

り
廃
止
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

以
前
よ
り
、
高
齢
の
方
々
か
ら
従

前
の
バ
ス
路
線
の
確
保
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
昨
年
11
月

に
、
宇
治
市
霊
園
公
社
が
バ
ス
会

社
に
運
行
に
つ
い
て
の
増
便
や
運

行
時
間
の
変
更
に
つ
い
て
要
望
し

た
が
、
バ
ス
会
社
は
採
算
が
合
わ

な
い
路
線
で
あ
り
、
休
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

評
議
員
会
で
、
当
面
の
経
営
改
善

に
つ
い
て
の
議
論
の
中
で
、
バ
ス

路
線
の
確
保
に
関
す
る
意
見
も
出

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

天
ヶ
瀬
墓
地
公
園
へ
の

バ
ス
路
線
廃
止
に
伴
う
対
策
は

―
答
弁
―
バ
ス
路
線
の
確
保
に
向
け
、
努
力
す
る

墓地公園問答

本
年
４
月
よ
り
「
母
子

健
康
手
帳
Ｇ
Ｅ
Ｔ
記
念

日
」
と
い
う
母
子
手
帳
交
付
式
が

開
催
さ
れ
好
評
を
博
し
て
い
る
。

今
ま
で
に
な
か
っ
た
妊
娠
期
に
焦

点
を
当
て
た
こ
の
取
り
組
み
は
、

不
安
解
消
に
有
効
で
あ
る
が
、
集

団
交
付
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は
。

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
こ
れ
ま
で
の
個
別
交
付

か
ら
集
団
交
付
に
変
更
し
、「
母

子
健
康
手
帳
Ｇ
Ｅ
Ｔ
記
念
日
」
と

名
づ
け
、
妊
娠
期
か
ら
始
ま
る
い

わ
ゆ
る
親
業
と
し
て
の
母
性
と
父

性
の
役
割
の
啓
発
、
ハ
イ
リ
ス
ク

等
の
把
握
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
出

会
い
、
さ
ら
に
は
相
談
に
応
じ
る

保
健
師
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と

の
最
初
の
出
会
い
の
場
と
す
る
目

的
を
持
っ
て
い
る
。

事
業
開
始
か
ら
５
カ
月
が
経
過

し
、
５
割
程
度
の
事
業
参
加
率
と

な
っ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
好

感
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
産

婦
人
科
と
の
連
携
の
強
化
や
、
市

政
だ
よ
り
な
ど
に
よ
り
、
効
果
的

な
啓
発
を
行
い
、
こ
の
事
業
へ
の

参
加
者
を
７
割
程
度
ま
で
増
加
さ

せ
、
妊
娠
期
、
出
産
期
の
子
育
て

不
安
に
対
す
る
効
果
的
な
対
応
を

進
め
て
い
き
た
い
。

答

問 妊娠・出産期における
支援について

―答弁―今後参加者を増やし、

中心とした施設整備を検討

福
　
祉

温
暖
化
が
世
界
中
に
及

ぶ
と
、
病
気
が
増
え
熱
波

や
洪
水
が
発
生
し
自
然
災
害
が
増

大
す
る
事
態
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ

を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
大
気
中

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
。
本
市
の
地
球
温

暖
化
対
策
の
現
状
及
び
見
通
し
は
。

平
成
16
年
度
に
宇
治

市
の
す
べ
て
の
施
設
で

使
用
し
た
電
気
、
ガ
ス
な
ど
か
ら

出
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
量
は
、

基
準
年
度
で
あ
る
平
成
11
年
度
と

比
較
し
て
3.6
％
増
加
し
た
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
約
99
％
は
二
酸
化
炭

素
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
二

酸
化
炭
素
の
発
生
源
の
約
83
％
が

電
力
使
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

市
道
街
灯
の
増
加
と
下
水
処
理
量

の
増
加
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
除
く
と
、

1.7
％
減
少
し
て
い
る
が
、
宇
治
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
最

終
年
で
あ
る
平
成
17
年
度
は
、
目

標
で
あ
る
３
％
削
減
を
達
成
す
る

こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
増
加

要
因
と
減
少
要
因
の
分
析
、
評
価

を
行
い
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
第
２
期
計
画
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
目
標
数
値
や
そ
の
た
め

の
対
策
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

答

問
地球温暖化対策における
本市の現状及び見通しは

―答弁―目標数値である３％
削減を達成することは厳しい

環
　
境


